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No.38

第37回 いいで黒べこまつり開催 
令和７年７月13日㈰

　今年は米沢牛発祥150周年を迎え、
会場を心機一転し、町民総合センター
あ～す駐車場にて開催されました。座
席は全席いすとテーブル、七輪からカ
セットコンロへと新たな取り組みを入
れながら約600名の町内外の多くのみ
なさまが参加され盛大に行われました。



町内に近年設立された農業法人の紹介
　本町の農業人口は、少子高齢化と農業の担い手不足により年々減少しています。2015農林業センサ
スで農家戸数727戸803人でしたが、2020農林業センサスでは562戸522人まで減少し、2025は更に減少
していることが予想されます。また、認定農業者数も2015年に220人でしたが、2025年５月現在では
146人と大幅に減少しています。
　近年高齢化による離農などで町内の農地は認定農業者や農業法人に集積されてきましたが、農地の
受け手である担い手も高齢化しており離農は避けられないのが現状です。そのような中、更なる農地
の集積と経営改善を目的に集落組織からの法人化や、家族経営からの法人化など多くの法人が設立さ
れましたので、紹介致します。

①取引先や金融機関からの信用を高めやすい。
②人材の確保や育成に繋がる。
③事業承継先の幅が広がる。
④税制上の負担が軽減でき節税につながる。
⑤経営力が高まり事業運営の効率化が期待できる。
⑥後継者問題の解消ができる。
⑦各種補助事業申請が有利になる。

株式会社　グランファームIIDE

代表者名 代表取締役　佐藤　政市
所在地 飯豊町大字中
設立年月日 令和６年１月４日
役員数 ３名
経営品目 水稲・花卉

会社のPR

率先してICT技術を活用しながら省力
化・コスト削減を目標にお米の生産販
売と花卉の育成販売を行っています。

農事組合法人　沖のカモメ

代表者名 代表理事　佐藤　優一
所在地 飯豊町大字中
設立年月日 令和４年２月２日
役員数 ６名
経営品目 水稲

会社のPR

地域の水田保全管理と事業承継に取り
組んでいます。

〈 個人農家から農業法人にした場合のメリット 〉
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株式会社田園サービスいいで

代表者名 代表取締役　後藤　直樹
所在地 飯豊町大字萩生
設立年月日 令和５年３月１日
役員数 ２名

経営品目 水稲・WCS・果樹・そば・WCS作業
受託

会社のPR

繁忙期には臨時のアルバイトを活用し
がんばっています。冬季間はふるさと
納税の返礼品で大忙しです。将来的に
後継者に継承し、大規模化を計画して
います。

株式会社　いいで農産

代表者名 代表取締役　手塚　房夫
所在地 飯豊町大字黒沢
設立年月日 平成30年１月17日
役員数 ２名
経営品目 水稲・ミニトマト

会社のPR

私たちは丹精を込めて安全で美味しい
米を生産しています。そのため、折り
紙付きの安心・安全があります。
GAP認証農場のいいで農産のお米だか
ら食卓に笑顔が広がります。

長岡農場合同会社

代表者名 代表者社員　長岡　和宜
所在地 飯豊町大字中
設立年月日 令和６年７月１日
役員数 ４名
経営品目 水稲・和牛肥育・繁殖

会社のPR

稲作はプラスチックコーティング肥料
を使用せず、畜産は自社製稲わらと乾
燥WCS収集に奔走しています。

株式会社　林七

代表者名 代表取締役　鈴木　寛幸
所在地 飯豊町大字椿
設立年月日 令和６年１月４日
役員数 ３名
経営品目 水稲・桃・WCS・SGS

会社のPR

県の委託を受け、置賜地域の生育作況
調査実証圃を栽培しています。米のコ
ンクールで2023年2024年2年連続で
県知事賞を受賞。
今後も更なる品質向上に向けて安全安
心なお米を生産するよう心がけて作業
を行っております。
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法人設立までの流れ法人設立までの流れ
　法人設立までは下記のような流れで準備する
ことになりますが、県や税理士等に相談すると
スムーズに設立できます。

１．事前準備を行う。
・法人の形態を決める。
・商号（会社名）を決める。
・事業目的を決める。
・所在地を決める。
・資本金を決める。
・会社設立日を決める。
・会計年度を決める。
・役員を選任する。

２．定款の作成・認証を行う。
３．資本金の払い込みを行う。
４．設立登記申請を行う。
５．各諸官庁へ届出を行う。

〈 参考  法人設立後の手続き 〉
・農業経営改善計画の認定
・法人と農地所有者との賃貸借契約を行う。

合同会社　髙橋ファーム

代表者名 代表者社員　髙橋　啓
所在地 飯豊町大字小白川
設立年月日 令和５年３月１日
役員数 ２名
経営品目 水稲・畜産（牛）

会社のPR

美味しいお米と米沢牛のEC販売開始。
稼げる農業モデルの構築で未来に農業
を継承する取組みに力を入れていま
す。YouTube「髙橋ファームの日常」
で発信しています。

一般社団法人ふぁーむなかつがわ

代表者名 代表理事　鈴木　泉
所在地 飯豊町大字上原
設立年月日 令和５年５月10日
役員数 ３名

経営品目 水稲・宇津沢かぼちゃ・スイートコー
ン・雪室キャベツ

会社のPR

中津川地区の農地を集約し適正に管理
していきます。
中津川の気候を活かした特産品（中津
川ブランド）を生産します。

株式会社　宗邑

代表者名 代表取締役　安部　宗和
所在地 飯豊町大字小白川
設立年月日 令和７年２月３日
役員数 ３名
経営品目 水稲

会社のPR

株式会社宗邑（そうゆう）と申します。
地域に根付き飯豊町をPRできるような
経営を目指し最高品質の飯豊産米を作
ります。
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　去る３月５日、東京都砂防会館にて第20回全
国女性農業委員会活動推進シンポジウムが開催さ
れました。本町から女性農業委員２名が出席しま
した。
　基調講演は「地域計画の実行に向けて」、山形
県農村づくりプロデューサーの高橋信博さんが寒
河江市、金山町の講演をされました。地域計画の
実行には実態調査、把握をして、女性と若者に参
加してもらうことによっていろいろな意見交換が
でき、スムーズな目標地図の作成、地域計画策定
の話し合いの継続が随時行えるとのことでした。
　事例報告として、京都府丹波町の農業委員会事務局の永武幸子さんがはじめに地域計画策定に向け
た活動の経過を発表されました。その後、丹波町の農業委員会の役員５名が登壇され、取り組んでい
る活動の紹介や女性農業委員からの質問に丁寧に答えられました。印象に残っている話は、広報部会
長さんが委員会だよりは目にとめてもらえるように、いろいろな話題を探して連載中だとか、また事
務局の永武さんと委員の方々の何でも言い合える関係性は素晴らしく、女性男性関係なく活動されて
いました。
　大変有意義で貴重な話を聞くことができました。� （農業委員 渡部晃子）

　農業者や地域住民との話し合いにより策定する、将来の農地利用の
姿を明確化した設計図となる目標地図を含めた「地域計画」は、令和
６年２月の第１回策定委員会及び４月の第２回策定委員会、そして各
地区での検討会を経て、令和７年３月17日のキックオフ会議でスター
トを切りました。
　「地域計画」を策定することの大きな意義は、これまで守り続けて
きた農地を次世代に着実に引き継ぎ、また、地域農業をどのように維
持・発展させていくかを、農業者のみならず若者や女性を含む地域の関係者が一体となって話し合う
という点にあります。これからの農地利用の計画でありながらも、これまで町の基幹産業として営ま
れてきた農業の営農体系を検証するという意味も込めて、各地で積極的な議論が行われてきました。

　「地域計画」は策定したことがゴールではなく、随時検証と更新
が必要です。地域の農地をどう守っていくか、誰が守っていくかに
ついて、地域の皆さんと議論を継続していくことが、飯豊町の農業
振興に結びつくものと思います。
　計画策定にご尽力いただきました策定委員会の皆さまに感謝申し
上げ、また引き続き、地域の農地利用と計画の更新に対するご協力
をお願いいたします。

女性農業委員活動報告女性農業委員活動報告

地域計画策定状況について　地域計画策定状況について　農林振興課農林振興課
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農サポやまがた 農サポやまがた からから  お知らせですお知らせです

令和７年から農地中間管理事業の利用には『手数料』のご負担をお願いします
◎手数料について
　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支援センターの
自主財源を一部充当している経費があり、この負担が年々増加
しています。このため、将来に向けて持続的、安定的にこの事
業をご利用いただけるよう、利用者の皆様に一部ご負担をお願
いすることといたしました。
　なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
◎手数料の概要
◆�対象は令和６年10月以降に公告になる満期再契約及び、更
新・新規契約から（直ちに全契約が対象になるものではあり
ません）

◆納付いただくのは令和７年11月の賃料の支払い時点から
◆これ以降毎年、農地の出し手・受け手のそれぞれから納付
◆手数料の金額は毎年の賃料に0.75％を掛けた額

※「農サポやまがた」は　やまがた農業支援センターの愛称です

（※10aあたり賃料が年間10,000円の場合
の手数料は75円）

◎手数料納入のイメージ

★�詳しくはやまがた農業支援センター
（023-631-0697）またはセンター
のホームページをご覧ください。

（賃料が10aあたり年間10,000円の場合の例）

やまがた農業支援センター
賃料  10,000円/年

手数料

毎　年

75円 賃料の納入
10,075円75円賃料の支払い

9,925円

出し手
農　家

受け手
農　家

　農地を転用する場合は許可又は届出が必要です。
　許可を取らずに違反転用した場合、３年以下の懲役または300万円以下（法人は１億
円以下）の罰金を科せられる場合があります。

　見た目が農地でなくても、登記簿上は農地になっているところもありますので、まず
は法務局で地目の確認をお願いします。また、申請する農地が農業振興地域の場合は、
受付が10月末と３月末の２回になりますので早めにご相談ください。
　農地転用申請は毎月受付しますが、転用の場合地域計画の見直しも必要になりますの
で、許可が下りるまでには、２～３か月程度の期間を要しますので、住宅建設や事業等
で農地を利用する予定の方は農業委員会へご相談ください。

◆下記の場合はすぐに農業委員会へご連絡ください
①農地に住宅や車庫を建設する場合
②農地を資材置き場や駐車場として利用する場合
③農地を残土置き場に利用する場合

※一時的に利用する場合でも農地転用申請をし、許可を受ける必要があります。
※農業用施設で面積が小さい場合は、例外規定もありますので別途ご相談ください。

ストップ  違反転用
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農地法許可申請締切日
� （農地に関する申請）

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

編
集
後
記

【総会開催予定】
許可申請書締切日 総会予定日
8月12日㈫ 8月25日㈪
9月10日㈬ 9月25日㈭
10月10日㈮ 10月27日㈪
11月10日㈪ 11月25日㈫
12月10日㈬ 12月25日㈭
１月13日㈫ １月26日㈪
２月10日㈫ ２月25日㈬
３月10日㈫ ３月25日㈬

※�各種許可申請等は、上記の締切日までご提出く
ださい。
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意
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る

こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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◆事務局体制◆事務局体制
事務局長	 上田　信幸
局長補佐	 佐藤　智昭
主　査	 孫田　智子
主　事	 遠藤　貴幸
主　事	 桐生　竜也
主事補	 鈴木　　慎
主　事	 大谷部良明
会計年度任用職員	 大城　陽子
会計年度任用職員	 安仲　智浩

◆事務局職員人事異動◆事務局職員人事異動
〈転入〉
上田　信幸（会計管理者から）
孫田　智子（�住民課住民室から）
遠藤　貴幸（�住民課生活環境室から）
よろしくお願いします

〈転出〉
澤　菜瑠美（県庁へ）
下條　洋平（�住民課生活環境室へ）
鷲尾　拓也（県庁へ）

大変お世話になりました

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0525

問合せ先

国が支える。安心が大きくなる。
農業者年金

6つの特徴があります。
・あなたの老後生活への備えは十分ですか？
・�年金は家族一人ひとり準備することが大切
です！
・�老後の備えは国民年金プラス農業者年金が
基本です！
1　農業者なら広く加入できます。
2　�少子高齢時代に強い「積立型・確定拠出
型」の年金です。

3　�通常加入の場合、保険料の額は自由に決
められます。

4　�終身年金、80歳前に亡くなられても遺族
の方に対し死亡一時金があります。

5　�一定の要件を満たす農業者には保険料の
国庫補助（政策支援加入）があります。

6　税制面で大きな優遇措置があります。

●発行日：毎週金曜日
●発行元：全国農業会議所
●購読料：１ヶ月900円

（送料込）

農家の経営と暮らしに
役立つ情報をお届けします。
農家のための
情報誌
「全国農業新聞」

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0525

お申し込み先
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